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建設産業情報（最近の動向） 
 
 
在外公館名  在オマーン大     
 
記入日    平成２４年２月２７日 
 
 
１．現地の建設工事に係る経済情報 
  資料名：該当なし。 

URL： 
 
 
２．建設業制度、入札契約制度の改正動向（改正等がなければ記入不要）  
該当なし。 

 
 
３．報道情報 
 タイトル、概要 日付/掲載紙 添付 
 
１ 

「設計に関する入札の公示：６０億リアルのオマーン鉄道

プロジェクトの開始」：入札委員会は，入札公告２０１３年

第４号により，オマーン鉄道プロジェクトの初期設計に関

する入札の実施を発表した。落札者は，運輸通信省に対し

て初期設計に関するコンサルタントサービスを提供する。

 同入札には，今回の入札公告の前に開始されており取り

やめとなった設計業務に関する入札において事前審査を通

過していた５社以外も参加可能であると理解されており，

事実上，先の入札に参加していなかった設計コンサル企業

も参加可能となる。同様に，今後２～３ヶ月以内に公告が

見込まれているプロジェクト管理コンサルタントのパッケ

ージについても，新規入札案件として応札可能になる予定

である。今回の入札は，政府が当初決定していた電動機関

ではなくディーゼル機関を採用する旨決定してから１ヶ月

後に開始された。 

2012/2/11 
Observer 

 
あり/なし
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２ 

「７月からの最低賃金３２５リアルに」：２日，閣僚評議会

は，７月１日から民間部門で雇用されるオマーン人労働者

の最低賃金を月額３２５リアルに引き上げる提案を承認し

た。今後，人的資源省が同施策を実施する決定を行うこと

になる。 

また，閣僚評議会は，一定期間は雇用者数に占める外国

人労働者の割合を３３％以下とするとした。また，この関

係で，閣僚評議会は複数の方策を確認し，これには，外国

人を惹きつけるために利用されている外国投資法を格差是

正のために改正すること，全職種における外国人労働者雇

用のために付与されている認可の調査等が含まれる。 

2012/2/3 
・Observer 
Muscat 
Daily 及び

Times of 
Oman 

 
あり/なし

 
３ 

「マシーラ島への舗装橋のＦ／Ｓに関する入札の公示」：１

６日，入札委員会は，運輸・通信省が監督するマシーラ島

を本土のシャナと接続する舗装橋のＦ／Ｓに関する入札を

公示した。落札者は，「シャナ～マシーラ間の舗装橋に対す

る経済及び社会的Ｆ／Ｓ，初期計画及び費用算出」に対す

る顧問業務を提供する。同舗装橋は，シャナ～マシーラ島

間が３０ｋｍの距離であることから，約２億リアルから２

億５０００万リアルの費用が見込まれている。 

2012/2/17 
Observer 

 

あり/なし

 
 
４．その他我が国建設業界にとって参考となりうる最近の動向（報道情報以外） 
２０１３年９月３０日～１０月２日，オマーン国際展示センター（Oman 

International Exhibition Centre）において，Alnimr expo 主催，運輸・通信省及び商

工業省協力によるインフラに関する展示会である「インフラ・オマーン（Infra Oman）」
が開催される。同展示会は，建設，重機，電力・水，交通・運輸，製造業，防火等に関

する各国の関連企業がブースを出展し，ネットワーキング活動等を行うものである。出

典に関する情報等は，同展示会のパンフレット（別添）参照。 
 
 

 
 


















